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第12号

ア
の
警
備
艇
を
脅
し
て

無
理
や
り
解
放
さ
せ
て

い
る
。
７
月
に
は
南
シ

ナ
海
で
中
国
海
軍
が
か

つ
て
な
い
規
模
の
軍
事

演
習
を
行
っ
た
。

中
国
政
府
は
「
南
シ

ナ
海
は
中
国
の
核
心

的
利
益
」
と
主
張
し
始

め
て
お
り
、
台
湾
や
チ

ベ
ッ
ト
と
同
列
に
位
置

づ
け
て
い
る
。
中
国
の

〝
前
庭
〞
で
あ
る
東
シ

ナ
海
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
米
国
は
「
南

シ
ナ
海
の
航
行
の
自
由
は
米
国

の
利
益
」
と
対
決
姿
勢
を
あ
ら

わ
に
し
て
い
る
。
ま
さ
に
沖
縄

近
海
は
何
が
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
一
触
即
発
の
状
態
だ
と

言
え
る
。

そ
の
中
で
カ
ギ
を
握
る
の

が
沖
縄
に
駐
留
す
る
海
兵
隊

だ
。
海
兵
隊
は
大
統
領
命
令
だ

け
で
出
動
で
き
る
緊
急
展
開
部

隊
。
朝
鮮
半
島
・
台
湾
有
事
や

南
シ
ナ
海
で
の
衝
突
が
起
こ
れ

ば
、
い
ち
早
く
行
動
を
起
こ
せ

る
。日

常
的
に
外
国
船
が
侵
入
し

て
い
る
の
な
ら
ば
、
米
軍
の
存

在
は
欠
か
せ
な
い
。

普
天
間
基
地
問
題
の

一
刻
も
早
い
決
着
を

「
米
軍
基
地
に
反
対

し
て
い
る
人
も
、
基
地

が
必
要
な
い
と
思
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と

知
っ
て
ほ
し
い
」

こ
う
語
る
の
は
、
名

護
市
辺
野
古
地
区
へ
の

基
地
移
設
に
賛
成
す
る

「
辺
野
古
有
志
会
代
替
施

設
安
全
協
議
会
」
共
同
代
表
の

許
田
正
武
さ
ん
（
41
歳
）。

辺
野
古
沖
へ
の
基
地
移
設
の

話
が
持
ち
あ
が
っ
た
と
き
、
雇

用
が
増
え
、
商
店
街
に
も
活
気

が
戻
る
こ
と
に
期
待
が
高
ま
っ

た
が
、
実
際
に
は
名
護
市
中
心

部
や
市
外
の
業
者
が
仕
事
を
請

け
負
う
こ
と
に
不
満
が
出
て
い

る
。「

基
地
だ
け
押
し
つ
け
ら
れ

て
経
済
効
果
は
一
切
な
い
。
そ

れ
に
怒
り
を
感
じ
て
反
対
し
て

い
る
人
も
多
い
の
で
す
。
そ
れ

を
『
米
軍
は
出
て
行
け
』
と
い

う
理
由
で
反
対
し
て
い
る
人
と

同
じ
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
は
扱
っ

て
い
ま
す
。
国
の
安
全
を
守
る

た
め
に
基
地
が
必
要
な
ら
受
け

入
れ
て
、
同
時
に
地
域
も
潤
し

て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
私
た

ち
の
願
い
で
す
」

民
主
党
政
権
が
沖
縄
県
民
の

民
意
を
汲
み
取
っ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
だ
ろ
う
。

米
中
と
い
う
二
つ
の
軍
事
大

国
の
利
害
が
日
本
周
辺
で
正
面

か
ら
ぶ
つ
か
る
中
、
日
米
関
係

の
修
復
・
強
化
が
日
本
に
と
っ

て
は
最
優
先
事
項
だ
。
そ
の
た

め
に
も
普
天
間
基
地
問
題
を
一

刻
も
早
く
決
着
さ
せ
、
沖
縄
県

民
に
も
安
心
し
て
も
ら
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。 

に
不
信
感
を
あ
ら
わ
に
す
る
。

「
海
上
保
安
庁
は
何
も
し
な

い
ん
で
す
。
外
国
船
は
武
器
も

積
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
国
家
と
し
て
無
防
備

状
態
で
す
。
こ
ん
な
低
い
国
防

意
識
の
ま
ま
、
米
軍
が
沖
縄
か

ら
撤
退
し
た
ら
尖
閣
諸
島
は
一

日
で
取
ら
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
沖
縄
本
島
で
す
ら
危
な
い

と
思
い
ま
す
」

「
中
国
の
内
海
」を

広
げ
る
中
国
海
軍
の
動
き 

な
ぜ
他
国
の
民
間
船
が
沖
縄

周
辺
の
日
本
の
領
海
を
〝
自
由

に
〞
航
行
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
背
景
に
は
、
中
国
が
沖

縄
の
西
に
広
が
る
東
シ
ナ
海
や
、

ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
囲

ま
れ
る
南
シ
ナ
海
を
「
中
国
の

内
海
」
に
し
よ
う
と
、
海
軍
の

動
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
問

題
が
あ
る
。

４
月
に
は
中
国
海
軍
の
艦
艇

10
隻
が
沖
縄
の
宮
古
海
峡
を
通

過
し
、
太
平
洋
で
大
規
模
な
軍

事
訓
練
を
行
っ
た
。
６
月
に
は

南
シ
ナ
海
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
に
拿だ

捕ほ

さ
れ
た
中
国
漁
船
を
、

中
国
の
武
装
船
が
イ
ン
ド
ネ
シ

沖
縄
の
米
軍
普
天
間
基
地
移
設
問
題

が
、
な
お
も
日
米
間
の
〝
の
ど
に
刺
さ
っ

た
ト
ゲ
〞
と
な
っ
て
い
る
。
民
主
党
政
権

が
迷
走
を
続
け
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い

た
８
月
末
決
着
も
先
送
り
さ
れ
た
。

民
主
党
は
「
基
地
の
県
外
移
設
を
望

む
民
意
」
を
汲
み
取
っ
て
い
る
と
言
う
が
、

中
国
海
軍
の
西
太
平
洋
や
南
シ
ナ
海
へ
の

進
出
が
強
ま
る
中
、「
沖
縄
に
米
軍
は
不

可
欠
」
と
い
う
声
も
広
が
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
民
に
も
高
ま
る
危
機
感
を
現

地
か
ら
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

６月末～７月５日にかけて、九州や西南諸島が面する東シナ海でミサイル発射訓練を行った中国海軍の艦艇。

沖縄県宜野湾市にある普天間基地。安全の面から辺野古
沖への移設が急がれている。

代替施設安全協議会共同代表の許田氏
（写真右）と、今回取材を行った幸福実現党
沖縄県本部代表代行の金城竜郎氏。「地
元の『民意』を政治に反映してまいります」

役
員
人
事

幸
福
実
現
党
は
８
月
６

日
の
役
員
会
で
、
以
下
の

人
事
を
決
定
し
た
。

幹
事
長
（
兼
）

選
挙
対
策
委
員
長
　
　  

 
     

松
島 

弘
典

総
務
会
長
　 

林 

雅
敏

女
性
局
長    

滝
口 

笑え
み

幹
事
長
代
理 

小
島
一
郎

「侵略」される
　   沖縄の海

普天間決着で
日米同盟の修復を

沖縄現地
レポート

「
日
本
の
主
権
の
侵
害
」

外
国
船
が
沖
縄
の
島
に

日
常
的
に
上
陸
？

「
実
は
沖
縄
の
島
に
は
、
台

湾
や
中
国
の
も
の
と
思
わ
れ
る

船
が
頻
繁
に
夜
中
に
や
っ
て
来

て
、
薬
草
を
盗
っ
て
い
っ
て
い

る
ん
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
主

権
の
侵
害
と
言
う
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
」

沖
縄
近
海
で
漁
業
を
営
む
那

覇
市
在
住
の
川
崎
廣ひ

ろ

信の
ぶ

さ
ん

（
57
歳
）は
、外
国
船
に
よ
る「
不

法
侵
入
」
を
告
発
す
る
。

沖
縄
本
島
西
方
に
あ
る
慶け

良ら

間ま

諸
島
の
安
室
島
に
し
か
生
え

て
い
な
い
木
の
葉
が
、
中
国
な

ど
で
は
薬
草
と
し
て
高
価
な
値

段
で
売
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
高
級
薬
草
を
求
め
て
、
外

国
の
民
間
船
が
夜
な
夜
な
近
づ

き
、
上
陸
し
て
い
る
と
い
う
の

だ
。「

私
は
毎
日
、
安
室
島
周
辺

を
通
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
何
度
も
出
く
わ
し
て
い
る

の
で
、
ほ
ぼ
毎
日
来
て
い
る
と

見
て
よ
い
で
し
ょ
う
」

川
崎
さ
ん
は
、
領
海
侵
犯
や

不
法
入
国
を
許
し
て
い
る
政
府

幸福実現党は８月の役員会で、11 月の沖縄
県知事選に沖縄県本部代表代行の金

きんじょう

城竜
たつろう

郎氏
（46歳）を擁立することを決めた。米軍普天間
基地移設問題の早期解決や南西諸島防衛の重
要性などを訴える。
また、10月に行われる衆院北海道５区補選

で、北海道第５区支部長の森
もりやま

山佳
よしのり

則氏（43歳）
を擁立することも決めた。同補選は北海道教職
員組合による不正資金提供事件で前衆院議員
が辞任したことに伴うもので、日教組の影響の
強い民主党の教育政策の問題点を指摘し、学力
向上やいじめ撲滅を訴える。（詳細は４面）
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状
況
と
言
え
る
。

　

そ
の
中
国
や
北
朝
鮮
へ
の
備

え
を
強
め
よ
う
と
い
う
の
が
、

12
月
に
閣
議
決
定
し
た
新
し
い

防
衛
計
画
の
大
綱
（
防
衛
大

綱
）。
沖
縄
本
島
の
戦
闘
機
部

隊
を
増
強
、
先
島
諸
島
へ
の
陸

上
自
衛
隊
の
部
隊
配
置
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
武
器
輸
出
三
原
則
等

（
解
説
３
面
）
の
見
直
し
に
つ

隣
の
韓
国
や
台
湾
の
有
事
の
際
、

日
本
の
自
衛
隊
は
米
軍
と
と
も

に
戦
う
こ
と
に
強
い
制
約
が
あ

る
。

　

だ
が
、
日
本
を
取
り
巻
く
現

在
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
を
考
え
れ

ば
、
集
団
的
自
衛
権
を
認
め
る

こ
と
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

自
衛
権
は
人
間
で
言
え
ば
正

当
防
衛
権
で
あ
り
、
こ
の
本
来

的
な
権
利
は
個
別
的
で
あ
れ
集

団
的
で
あ
れ
「
自
然
権
」
と
し

て
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
。
自
然

権
は
、
憲
法
で
あ
れ
、
い
か
な

る
法
律
も
、
こ
れ
の
行
使
を
否

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

憲
法
９
条
の「
戦
争
の
放
棄
」

は
、
前
文
の
「
平
和
を
愛
す
る

諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信

頼
」
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

暴
走
す
る
中
国
や
北
朝

鮮
は
〝
平
和
を
愛
す
る
〟

諸
国
と
は
言
え
ず
、
前

提
条
件
が
崩
れ
る
た
め
、

憲
法
９
条
の
適
用
対
象

外
と
み
な
す
こ
と
が
可

能
だ
。

　

ど
の
国
の
憲
法
で
も

憲
法
の
規
定
を
超
え
た

非
常
事
態
に
対
処
す
る

た
め
の
国
家
緊
急
権
を

定
め
て
い
る
。
国
の
独

立
が
脅
か
さ
れ
た
り
、

大
災
害
が
起
こ
っ
た
り

し
た
と
き
に
、
行
政
の

ト
ッ
プ
に
権
限
を
集
中

し
て
対
処
で
き
る
と
い
う
も
の

だ
。
憲
法
９
条
の
適
用
停
止
と

い
う
の
は
、
国
際
的
に
も
十
分

認
め
ら
れ
る
考
え
方
だ
。

高
所
得
者
を

狙
い
撃
ち
し
た
増
税

　

防
衛
大
綱
に
先
ん
じ
て
閣
議

決
定
さ
れ
た
11
年
度
税
制
改
正

大
綱
は
、民
主
党
が
掲
げ
る「
格

差
是
正
」
の
主
張
を
色
濃
く
反

映
し
、
高
所
得
者
や
資
産
家
ほ

ど
負
担
が
大
き
く
な
る
仕
組
み

と
な
っ
た
。

　

法
人
税
の
５
％
引
き
下
げ
を

は
じ
め
、
雇
用
を
増
や
し
た
企

業
を
税
制
面
で
優
遇
す
る
雇
用

促
進
税
制
の
創
設
な
ど
で
減

税
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
が
、
環

境
税
導
入
な
ど
の
増
税
策
も

盛
り
込
ま
れ
、
減
税
額
は
約

５
８
０
０
億
円
に
す
ぎ
な
い
。

　

個
人
課
税
で
は
、
給
与
所
得

控
除
や
成
年
扶
養
控
除
が
縮
小

さ
れ
、
相
続
税
の
最
高
税
率

が
50
％
か
ら
55
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、〝
高
所
得
者

狙
い
撃
ち
〟
の
メ
ニ
ュ
ー
で
約

４
９
０
０
億
円
の
増
税
と
な
る
。

　

結
果
、
約
９
０
０
億
円
の
実

質
減
税
と
な
っ
た
が
、
政
府
は
、

年
金
の
国
庫
負
担
割
合
を
50
％

に
維
持
す
る
た
め
の
財
源
を
捻

出
す
る
た
め
、
昨
夏
の
参
院
選

の
敗
北
以
来
、
影
を
ひ
そ
め
て

い
た
消
費
税
増
税
論
議
も
再
燃

さ
せ
始
め
た
。
野
田
佳
彦
財
務

相
は
「
12
年
度
か
ら
実
施
で
き

る
よ
う
に
間
に
合
わ
せ
る
」
と

意
欲
を
示
し
て
お
り
、
実
施
さ

れ
れ
ば
不
況
が
さ
ら
に
長
期
化

し
そ
う
だ
。

憲
法
９
条
改
正
と

減
税
路
線
で

自
由
の
大
国
を
目
指
す

　

幸
福
実
現
党
は
、
こ
う
し

た
「
国
難
」
に
対
し
、
10
年
は

参
院
選
を
は
じ
め
、

衆
議
院
北
海
道
５

区
補
欠
選
挙
や
沖

縄
県
知
事
選
挙
と

戦
い
続
け
て
き
た
。

　

12
年
に
は
主
要

国
の
ト
ッ
プ
の
多

く
が
交
代
か
改
選

に
直
面
す
る
。
ロ

シ
ア
、
台
湾
、
フ

ラ
ン
ス
、
米
国
、

韓
国
で
そ
れ
ぞ
れ

大
統
領
・
総
統
選

挙
が
予
定
さ
れ
、

中
国
で
は
習
近
平

国
家
副
主
席
が
胡

錦
濤
に
代
わ
り
中

国
共
産
党
総
書
記

に
就
任
す
る
な
ど
、

国
際
情
勢
の
大
き
な
変
化
が
予

想
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
11

年
は
日
本
の
舵
取
り
の
方
向
を

決
め
る
極
め
て
大
事
な
年
で
あ

り
、
幸
福
実
現
党
は
日
本
の
国

の
あ
る
べ
き
姿
を
粘
り
強
く
訴

え
続
け
て
い
き
た
い
。

　

つ
い
き
秀
学
党
首
は
「
今
年

は
憲
法
９
条
の
効
力
停
止
と
減

税
を
特
に
訴
え
て
い
き
ま
す
。

い
ま
必
要
な
の
は
、
自
分
の
国

は
自
分
で
守
る
防
衛
体
制
を
築

く
と
同
時
に
、
減
税
と
大
胆
な

金
融
緩
和
に
よ
っ
て
高
度
成
長

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
自
由

の
大
国
と
し
て
、
真
の
意
味
で

世
界
の
平
和
に
貢
献
で
き
る
日

本
を
創
る
た
め
に
、
本
年
も
一

人
で
も
多
く
の
方
に
支
援
者
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
支
援
・

ご
助
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
新
年
の

抱
負
を
熱
く
語
っ
た
。

〈幸福実現ニュース〉は、幸福実現党の活動報告や、日本、そして世界の政治・経済に
対して、他のメディアにはない独自の視点と考察、先見性ある提言をご紹介する幸福
実現党の機関紙です。１、２面はネットからダウンロードもできます（無料）。※幸福
実現党の党員の方には、全４面のペーパー版が郵送されます（党員登録が必要です）。 〈幸福実現ニュース〉に関するご意見・ご感想は　news-editor@hr-party.jp

PDF版ダウンロード（無料）はこちらから

www.hr-party.jp/media/newspaper.html

い
て
は
明
記
が
見
送
ら
れ
た
。

　

日
本
は
現
在
、
こ
の
武
器
輸

出
三
原
則
等
に
よ
っ
て
、
実
質

す
べ
て
の
国
へ
の
武
器
輸
出
が

禁
じ
ら
れ
、
米
国
を
除
い
て
装

備
品
の
国
際
共
同
開
発
・
生
産

が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
装

備
品
の
技
術
開
発
に
遅
れ
を
取

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

一
刻
も
早
い
見
直
し
が
求
め
ら

れ
る
。

集
団
的
自
衛
権
の

解
釈
見
直
し
を

　

こ
れ
と
並
び
、
主
権
国
家
と

し
て
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
現
在
の
憲
法
解
釈
で

は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
集
団
的
自

衛
権
の
問
題
だ
。
現
状
で
は
近
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２
０
１
０
年
は
、
幸
福
実
現
党
が
09
年
５
月
の
立

党
以
来
、
訴
え
続
け
て
き
た
外
交
面
と
経
済
面
で
の

「
国
難
」
が
現
実
化
し
た
１
年
と
な
っ
た
。

　

そ
の
一
つ
が
、12
月
に
政
府
が
閣
議
決
定
し
た「
防

衛
大
綱
」
と
「
税
制
改
正
大
綱
」。
こ
れ
ら
の
方
針

に
よ
っ
て
11
年
の
日
本
は
ど
う
な
る
の
か
―
―
。

　

４
月
に
中
国
海
軍
が
沖
ノ
鳥

島
近
海
の
日
本
の
排
他
的
経
済

水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
を
航
行
し
た

の
を
は
じ
め
、
９
月
の
尖
閣
諸

島
沖
・
中
国
漁
船
衝
突
事
件
、

11
月
の
北
朝
鮮
に
よ
る
延ヨ
ン

坪
ピ
ョ
ン

島ド

砲
撃
、
12
月
の
中
国
漁
船
・

黄
海
衝
突
事
件
な
ど
、
中
国
や

北
朝
鮮
の
暴
走
・
暴
発
が
目

立
っ
た
２
０
１
０
年
。
東
ア
ジ

ア
は
い
ま
ま
さ
に
「
有
事
」
の

国
防
強
化
策
と
減
税
路
線
で

世
界
に
貢
献
で
き
る
日
本
を

新年明けまして
おめでとうございます

昨年は多大なるご支援をいただき、
誠にありがとうございました。

本年もよろしくお願いいたします。

2011年度税制改正の主な項目
減税 法人税 法人税（地方税を合わせて）の実効税率を５％引き下げ
減税 雇用促進税 雇用を一定以上増やした企業は１人につき 20万円を税額控除

増税 欠損金の繰り
越し控除制度 控除前の所得の８割に控除を制限

増税 研究開発減税 控除限度額を法人税額の30％から20％に
増税 環境税 原油・石油製品は１キロリットル当たり 760 円増

増税 給与所得控除 年収1500万円超は 245 万円を上限
年収 4000万円超の会社役員は 125 万円を上限

増税 成年扶養控除 年収 568万円超は廃止・縮減
（扶養家族が学生・障害者の場合は継続）

増税 相続税 基礎控除額を引き下げ
最高税率を50％から55％に

法
人
課
税

個
人
課
税

南西諸島の主な防衛強化策

陸上自衛隊 ・島嶼部に沿岸監視部隊を配置
・中距離地対空誘導弾の整備を推進

海上自衛隊
・潜水艦を16 隻から22 隻に
・新型哨戒機 P1を 10 機調達
・情報収集・警戒監視態勢を充実

航空自衛隊

・移動警戒レーダーを展開
・早期警戒機（E-2C）の常時運用態勢を確保
・島嶼部への迅速な部隊展開に向けた機動展開訓練を実施
・那覇基地における戦闘機部隊を１個飛行隊から２個飛行隊に改編
・戦闘機（F-15）の近代化改修および自己防御能力の向上
・沖縄本島に地対空迎撃ミサイル（PAC3）を配備

党首 ついき秀学

（2011 年度税制改正大綱より）

（中期防衛力整備計画ー2011 年度～ 2015年度ーより）
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大
川
隆
法

大川隆法
定価 1,890 円（税込）

発
行 

幸
福
実
現
党

定
価
１
６
８
０
円（
税
込
）

幸福実現党創立者
兼 党名誉総裁

この国を
守り抜け
中国の民主化と日本の使命

保守回帰で外交と経済を立て直せ！

救世の法
待望の「法シリーズ」最新刊！

自
由
主
義
国
と
連
携
し

日
本
と
ア
ジ
ア
を
守
る

川
辺 
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
最
近
、
ア
ジ
ア
、

特
に
北
朝
鮮
と
中
国
を
め
ぐ
る

情
勢
が
緊
迫
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
11
月
に
は
、
北
朝
鮮
が
韓

国
を
砲
撃
し
、
死
傷
者
が
出
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
日

本
は
ど
う
す
べ
き
か
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

つ
い
き
党
首
（
以
下
つ
い
き
） 

北
朝
鮮
の
脅
威
に
対
し
て
は
、

ア
メ
リ
カ
と
協
力
し
て
韓
国
を

支
援
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

今
ま
で
も
北
朝
鮮
は
、
日
本
の

上
空
に
向
け
て
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
す
る
な
ど
、
国
際
ル
ー
ル
を

逸
脱
し
た
行
動
を
取
っ
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
暴
挙
の
背
景
に

は
、
金
正
日
総
書
記
の
後
継
者

で
あ
る
正
恩
氏
の
威
信
を
高
め

る
意
図
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
似
た
よ
う
な

行
動
に
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
に
は
、「
国

連
の
常
任
理
事
国
で
あ
る
中
国

に
北
朝
鮮
を
牽
制
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
論
調
も
あ
り
ま
す

が
、
中
国
は
北
朝
鮮
を
盾
に
し

て
、
自
国
へ
の
国
際
非
難
を
か

わ
そ
う
と
し
て
お
り
、
中
国
と

北
朝
鮮
の
利
害
は
一
致
し
て
い

る
と
見
る
べ
き
で
す
。

　

日
本
は
憲
法
９
条
の
縛
り
に

よ
っ
て
、「
同
盟
国
が
攻
撃
さ

れ
て
も
何
も
で
き
な
い
し
、
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
考
え

が
支
配
的
で
す
。
し
か
し
、
憲

法
９
条
は
憲
法
前
文
の
「
平
和

を
愛
す
る
諸
国
民
」
の
存
在
が

前
提
で
す
。
北
朝
鮮
や
中
国
の

よ
う
な
好
戦
的
な
国
が
近
く
に

あ
る
な
ら
ば
、
自
国
や
近
隣
の

自
由
主
義
諸
国
を
守
る
た
め
の

行
動
を
起
こ
す
べ
き
で
す
。「
日

本
が
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
を

リ
ー
ド
す
る
」
と
い
う
く
ら
い

の
気
概
が
な
け
れ
ば
、
危
機
の

時
代
は
乗
り
越
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
の
潜
在
力
を

生
か
し
切
る

川
辺 

な
る
ほ
ど
。
日
本
の
役

割
は
大
き
い
で
す
ね
。
し
か
し
、

「
日
本
は
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
る
」
と
い
う
幸
福
実
現
党
の

理
想
や
政
策
を
伝
え
て
も
「
ど

う
せ
無
理
だ
」
と
い
う
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
反
応
を
す
る
学
生
も

多
い
の
で
す
が
。

つ
い
き 

学
生
ば
か
り
で
は
な

く
、
大
人
の
世
界
も
元
気
を
な

く
し
て
い
る
人
が
多
い
で
す
ね
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
20
年
も
停
滞
期

が
続
き
、
日
本
全
体
が
自
信
を

な
く
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

し
か
し
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ

潜
在
力
が
眠
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
分
刻
み
で
正
確
に
運

行
さ
れ
る
交
通
機
関
、
食
や
環

境
の
高
い
安
全
性
、
そ
し
て
勤

勉
で
誠
実
な
国
民
性
な
ど
諸
外

国
に
誇
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

政
治
家
が
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
て
、
日
本
の
強
み
を
生
か
せ

ば
、
ま
だ
ま
だ
発
展
の
可
能
性

が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
経
済
政
策
に
着
手
す
る

と
し
た
ら
、
ま
ず
は
デ
フ
レ
対

策
で
す
。
イ
ン
フ
レ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
設
定
し
、
緩
や
か
な
イ
ン

フ
レ
基
調
に
乗
せ
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
後
、
発
展
す
る
可
能
性

の
高
い
航
空
・
宇
宙
産
業
に
積

極
的
に
投
資
し
ま
す
。

　

先
日
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構
）
の
ス
タ
ッ

フ
の
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
が
、

有
人
宇
宙
飛
行
へ
の
予
算
が
事

業
仕
分
け
で
凍
結
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、「
日

本
は
、
ロ
ケ
ッ
ト

を
打
ち
上
げ
て
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
物
資
を
運
ぶ
技

術
は
高
い
の
で
す

が
、
宇
宙
空
間
か

ら
人
や
物
を
帰
還

さ
せ
る
技
術
が
確

立
さ
れ
て
い
な
い
。

１
兆
円
あ
れ
ば
技

術
と
し
て
確
立
で

き
る
の
に
」
と
残

念
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
技
術

は
、
す
ぐ
に
利
益

が
見
込
め
な
い
た

め
、
民
間
で
は
手
が
出
せ
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
家
が
思

い
切
っ
て
投
資
す
べ
き
で
す
。

　

他
に
も
国
の
投
資
が
必
要
な

も
の
は
あ
り
ま
す
。
ダ
ム
や

道
路
建
設
な
ど
の
公
共
事
業

は
、
一
律
に
「
税
金
の
無
駄
遣

い
」
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
非
合
理
的

と
い
え
ま
す
。
将
来
の
投
資
効

果
が
見
込
め
る
よ
う
な
分
野
に
、

本
当
に
必
要
な
公
共
投
資
を
す

べ
き
で
す
。

　

例
え
ば
、
都
心
部
で
は
渋
滞

が
日
常
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
車
の
台
数
に
比
べ
て
道

路
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
道
路
建
設
に
よ
っ
て
、

人
や
モ
ノ
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
お
金
の
回

り
も
よ
く
な
り
ま
す
。

　

あ
と
は
積
極
的
な
減
税
で
す

ね
。
法
人
税
を
諸
外
国
並
み
に

下
げ
る
だ
け
で
も
、
景
気
を
刺

激
す
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
手
を
打
て
ば
、
次

第
に
日
本
経
済
に
成
長
感
や
活

気
が
生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

企
業
が
元
気
に
な
れ
ば
若
者
の

就
職
難
の
問
題
も
解
決
で
き
ま

す
か
ら
、
将
来
に
希
望
を
持
て

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

学
生
時
代
か
ら
の
蓄
積
が

今
に
生
き
て
い
る

今
成 

幸
福
実
現
党
の
政
策
が

実
現
す
れ
ば
、
日
本
の
未
来
は

明
る
い
で
す
ね
。
私
も
、
将
来

は
政
治
家
と
し
て
国
づ
く
り
に

参
加
し
た
い
の
で
す
が
、
党
首

は
ど
の
よ
う
に
知
識
を
蓄
積
さ

れ
て
き
た
の
で
す
か
。

つ
い
き 

こ
の
国
を
変
え
る
た

め
に
は
ま
だ
ま
だ
勉
強
を
続
け

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
党
首

は
激
務
で
す
が
、
移
動
時
間
な

ど
細
切
れ
時
間
を
活
用
し
て
、

勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
学
生
時
代
の
勉
強
は

非
常
に
大
事
で
す
。
卒
業
の
た

め
、
単
位
を
取
得
す
る
こ
と

は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え

て
関
心
あ
る
分
野
を
広
げ
て
お

く
と
い
い
で
す
よ
。
学
生
時
代

に
少
し
で
も
触
れ
た
分
野
な
ら
、

社
会
人
に
な
っ
て
ゼ
ロ
か
ら
取

り
掛
か
る
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
す

か
ら
。

　

幸
福
の
科
学
で
財
務
局
長
を

務
め
た
際
に
も
、
学
生
時
代
か

ら
興
味
を
持
っ
て
学
ん
で
い
た

経
済
の
知
識
が
役
立
ち
ま
し
た
。

私
は
法
学
部
の
政
治
コ
ー
ス
で

し
た
か
ら
、
経
済
に
つ
い
て
の

知
識
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
取
っ
掛
か
り
と
な

る
知
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

未
知
の
分
野
の
勉
強
を
す
る

時
に
は
、
新
書
を
数
冊
読
み
、

耳
学
問
も
活
用
し
な
が
ら
基
礎

知
識
を
つ
け
、
徐
々
に
難
易
度

の
高
い
専
門
書
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
と
い
い
で
す
よ
。
ど

ん
な
分
野
で
あ
っ
て
も
、
コ
ツ

コ
ツ
毎
日
努
力
を
重
ね
て
い
け

ば
可
能
で
す
。

粘
り
強
く
正
論
を
伝
え
る

今
成 

私
も
努
力
を
重
ね
、
日

本
を
夢
の
国
に
し
て
い
き
ま
す
。

つ
い
き 

夢
の
未
来
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
と
同
時
に
粘
り
強
さ
が
必
要

で
す
。
幸
福
実
現
党
の
主
張
は
、

今
ま
で
の
常
識
を
ひ
っ
く
り
返

す
も
の
ば
か
り
で
す
か
ら
、
政

策
を
浸
透
さ
せ
る
の
は
そ
れ
ほ

ど
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
政
治
の
素
人
が

政
権
を
担
え
る
の
か
」
と
い
う

世
間
の
不
信
に
打
ち
勝
つ
の
も

時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。

　

と
は
い
え
、
立
党
し
て
１
年

半
の
間
に
少
し
ず
つ
理
解
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
国
防
問

題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
「
中

国
や
北
朝
鮮
が
攻
め
て
く
る
わ

け
は
な
い
」
と
い
う
声
が
大
半

で
し
た
。
今
で
は
私
た
ち
の
主

張
の
正
し
さ
が
明
ら
か
に
な
り
、

識
者
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
「
正

論
を
貫
い
て
い
る
の
は
幸
福
実

現
党
だ
け
だ
」
と
、
応
援
を
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

真
実
は
や
は
り
強
い
で
す
。

正
論
を
貫
く
勇
気
と
確
信
を

持
っ
て
、
今
後
も
戦
い
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

幸福実現党がタイムリーに日々のニュースにするどく切り込む情報が、ほぼ日刊メルマガとして発行中です。この機会にご登録をぜひどうぞ！
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大

好

評
信仰と未来社会

昨年７月に党首に就任したついき秀学氏に、政治
家志望の学生二人が、学生時代になすべき努力や、
日本が向かうべき方向について聞きました。

大学 1 年  今成 美智子

ついき 秀学
幸福実現党 党首

夢を描く若者の力が
日本を豊かにする

党首と語ろう

大学４年  川辺 賢一


